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スピーカーシステム 

S-3EX 

S-3EX-T 



取扱説明書 










パイオニアの製品をお買い上げいただき、まことにありびとうございます。お使いになる前にこの取扱説明書をお読 
みください。特に「安全上のごを意」は必ずお読みください。取扱説明書は後々お役に立つこともありますので「保 
証書」、「ご相談窓□のご案内•修理窓□のご案内」と一緒に保をしてください。 


給表示の例 

A A 記号はを意（警告を含む）しなければな 
らない内容であることを示しています。 

0 S ) 記号は禁止（やってはいけないこと）を 
示しています。 

〇 〇記号は行動を強制したり指示する内容を 
示しています。 


_巧をに正し < お使いいただ< ために 


地震などによる製品の転倒-落下を防止するために、設置の際は転倒-落下防止対策を必ず行ってください。 
詳しくは「設置」 （6 ページ）をご覧ください。 


ご使用の前に 


〇このスピーカーシステムの公称インピーダンスは、 
6 0です。負荷インピーダンスび4 〇〜 ] 6 0のア 
ンプ（スピーカー出力端子に4 〇〜]6 0の表示び 
あるもの）へ接続してお使いください。 

A スピーカーを過大入力による破損から守るため下記 
のを意事項をお守りください。 

• 許容入力 iU 上を入力しない。 

• グラフィックイコライヴーで高音を大幅に増強 
する場合、音量を上げすざない。 

• ル出カアンプで無理に大きな音を出さない（ア 
ンプの高調波歪び増え、スピーカーを破損する 
ことびある）。 


A 注意 


殿置] 

>ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定な場所 
に置かないでください。落ちたり、倒れたりしてけ 
びの原因となることびあります。 

► テレビ、オーディオ機器等に本機を接続する場合は、 
おのおのの機器の取扱説明書をよく読み、電源を切 
り、説明に従って接続してください。また、接続は 
市販のコードを使用してください。 

► この製品は天井に吊り下げたり壁に掛けたりしない 
でください。落ちてけびの原因となることびありま 
す。 


• 壁や天井に取り付けたり、棚の上など高い所に設置 
しないでください。グ U ルは取り外し可能な構造な 
ので、さちんと取り付けていないと、グ U ルび外れ 
て落ちたりしてけびの原因になることびあります。 

瓶用方法] 

• 長時間音び歪んだ状態で使わないで<ださい。ス 
ピーカーび発熱し、乂災の原因となったりスピー 
カーを破損することびあります。 

• 本機に乗ったり、ぶら下がったりしないでください。 
特にお子様はご注意ください。倒れたり、こわれた 
りしてけびの原因になることびあります。 

• 本機の上に重いちのや外枠からはみ出るような大さ 
なちのを置かないでください。バランスびくずれて 
倒れたり、落下してけがの原因となることびありま 
す。 

• 鉄などの磁性体を不用意に近づけないでください。 
同軸ユニット（トゥイーター、ミッドレンジ）には 
強力な磁気回路を用いています。振動板を破損する 
恐れびあります。 


全危いよ 

安のろの 。 

をへい次い 

品ク、はさ 

製人に昧だ 

、のめ意 く 

は他たとみ 

示やる示読 

表たす表お 

のな止のを 

M へあ防そ文 

品、に。本 

、製き然すら 

^びだ未まか 

3よたをい。て 

こおい害てすし 

I 」 書い損しま解 

目 d 明使のをい理 

Ir 説おへ示てく 

巧扱く囊つょ 

取し財絵なを 

i 巧の正やなに容 

こに害ろぅ内 


取5ょ定 

つを容び t 

誤害内生^ 

をる想害容 

示すび損内 

薦 iig 

こ扱巧びさ 

意 

細 










インターネットによるお客様登録のお願い 
http://pioneer.jp/support/ 

弊社では、お買い上げいただいたお客様に「お客様登録」をお願いしています。上記アドレスからご登録いただ 
くと、ご使用の製品についての重要なお知らせなどをお届けいたします。なお、上記アドレスは、困ったときの 
よくある質問や各種お問い合わせ先の案内、カタ□グや取扱説明書の閲覧など、お客様のお役に立てるサービス 
の提供を目的としたページです。 
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付属品の確認 





• スパイク受けX 3 

〇 

〇 

• 脚固定用スぺーヴー (3 種類）X 2 


• 固定金具用ネジ X ] 

• グ U ルネット X ] 

• 保証書 X ] 

• ご相談窓□のご案内-修理窓□のご案内（裏表紙) 
• 取扱説明書 



• 固定金具 X ] 
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EX について 


EX シ U —ズは、パイオニアのフラグシップスピーカー TAD の技術思想をふんだんに取り入れ、それぞれの価格帯で、 
現在望みうる最高のスピーカーを作ることを目的に開発されました。 

EX シ U —ズの開発-設計は、パイオニアのスピーカー技術を結集した、国際的なプ□ジェクトチームによって行わ 
れています。 


S-3EX のテクノ □ジー 


CST 


セラ5ツクグラフアイト-ダイアフラム 


システムのコアとなるドライバーは TAD の技術を踏 
il した 、 CST (Coherent Source Transducer ) 
です。トウイーター•ダイヤフラムびミツドレンジ- 
コーンの頂点に同軸で取り付けられ、本機では4日日 Hz 
から]日日 kHz の音声を一つのポイントから放射する 
ことび巧能になります。 CST によって U スナーの耳に 
達する直接音と間接音の双方で、優れた周波数バラン 
スび保証され、 U スニングルームのどこでち均質なヴ 
ウンドび得られ、臨場感び拡大します。 


CST のツイーター部には、セラミックグラフアイト- 
ダイアフラムを採用しています。セラミックグラフア 
イトは、振動板に用いられる材質の中で、最高クラス 
の強度と内部損失を両立しており、八イエンドのオー 
ディオスピーカーシステムにおいても、最高クラスの 
特性を有する素材です。セラミックグラフアイトの軽 
量さと比類ない強度の組み合わせにより、ダイアフラ 
ムの共振は可聴範囲を大きく超えたところまで高めら 
れます。 



速度 
( m / 秒) 
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+セラミックグラフアイト 
• ベリリウム 
■ ホウ素口金 
■ アルミニウム 
♦ セラミックカーボン 
ホ紙 
X チタン 


0.025 


セラミックグラフアイトとその他の素巧の速度特性 


マグネシウム合金ダイアフラム 

CST のミツドレンジにはマグネシウム合金ダイアフラ 
ムを採用しています。マグネシウムの軽量、高内部損 
失特性によって、トランジェントび良く、カラーレー 
シヨンの少ない中音域を再生します。 
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ウーファー 

S -3 EX スピーカーシステムの基盤となるのは、下図に 
示すウーファーです。ダイアフラムは、 S -1 EX の開発 
時に生まれたアラミドカーボンコンポジット材を使用 
し強度を確保。また、ル出力から大出力までの U ニア 
U ティーを確保するために、パイオニア独自の磁気回 
路技術 LDMC を採用し、歪みの低減を徹底追及してい 
ます。 



S -3 EX のウーフアー 


エンクロージャーの構造 

S -3 EX の独特のフォルムは、理論的な必然性より作ら 
れています。 CST と2本のウーファーからの音の到達 
時間を一致させるために、各ドライバーは、プレシ 
ジョン カーブと 呼ばれる、優美な カーブを 描いたバッ 
フル上にマウントされます。（下図参照） 

このバッフルは、最大厚さ8日 mm もの MDF 材（中 
密度繊維板）を特殊技術で加工したちので、強力なド 
ライバーの発生する駆動力をしっかり受け止めます。 
また、バスレフのポート部は、極厚の MDF のブ□ッ 
クから削り出されたもので、徹底的に風切り音を低減 
しク U アで深い低音を実現しています。 


プレシジヨンカーブ 



クロスオーバ ー• ネットワーク 

ク□スオーバー-ネットワークには厳選された部品の 
みび使用されています。信号経路内の空芯コイル、無 
誘導抵抗、フィルムコンデンサーはすべて慎重に選択 
され、 CST ドライバーに最適化されたもので、信号の 
透過性を最高度に維持しています。ウーファーはケイ 
素鋼板コアコイルを使用して、エネルギー伝達□スの 
最小化と低歪化の両立を実現しました。すべての部品 
は、プ U ント基板を使用せず、直接配線材で接続され、 
損失を極限まで抑えることで、パフオーマンスを最大 
限に高めています。 


FAIR STUDIOSJ とのコラボレーシヨン 

] 969年 、 George Martin 氏び英国□ンドンに設立 
して Li (来、多くのアーティストから世界最高峰の録音 
スタジオとして絶対的な信頼を得ている 「Air 
Studios 」。 S -3 EX に与えられた 「Air Studios 」 の 
紋章は、その世界トップクラスのヴウンドク U エイ 
ターび求めるクオ U ティーをち満たしたスピーカーで 
あることの証しです。 



AIR STUDIOS 
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設置のしかた 


本機は3点（前面側の2本の脚および背面側中央）の 
スパイクを使って設置します。 


拓倒防止を具の取り付け 


• 付属のネジを使って固定金具を裏板のネジ穴に取り 
付けます。 



脚 

手順 

1 . スパイクが載る設置場所の部分に、あ6かじめ付属 
のス/レ r ク受けを3力所置いてお<。 

2. スパイク受けの上に本機を置く。 


♦固定金具に丈夫なヒモ（市販）を使用して、確実に 
本機を柱や壁に固定してください。また、固定する 
柱や壁は、スピーカーシステムの重量に十分に耐え 
る強度びあることを確認してください。固定したあ 
とは、必ず転倒しないことを確認してください。 

♦転倒した場合、故障の原因となることびあります。 


0 裏板に取り付けた固定金具を、直接壁に掛け 
ないでください。この金具は転倒防止のため、 
丈夫なヒモを使用する際にご利用ください。 



前面 


キャビネット 

底面 


背面 


スパイク 
\_/ 


スパイクナット 


3•設置面のが況により、背面側中巧のスパイクよりも 
背面側ちちいずれかの脚が巧に接地してしま5場合 
は、スパイクび巧に接地するように高さを調整する。 


4. 本機の背面側の2本の脚と巧との巧に付属の脚固 
定用スぺーサーを敦いて、スピーカーにガタツキが 
ないぶ5にする。 

付属品の中から、適当な厚みのスペーヴーを選ん 
で、調整してください。 




必ず2本の丈夫なヒモを固定金具に取り付けて、 
上の方に開いて固定してください。 


組み立て、取り付けの不備、取り付け強度不足、誤 
使用、改造、天災などによる事故損傷については、 
薛社は一切責任を負いません。 


A ミ主意 

•本機を設置するとさは、必ず転倒•落下防止対策を行ってください。地震などで落ちたり、倒れたりしてけびの原 
因になることびあります。 

• 万一、地震により本機び転倒した際に、寝ている人にケガを負わせる恐れのある場所には設置しないでください。 

•本機は約48 kg の重量びあるため、傾けなびらスパイクナツトの固定を行なうことは大変危険です。キズのつか 
ない柔らかい布などの上にねかせて、必ず2人 iU 上で作業してください。 


スパイク受けを使用せずに本機を設置した場合、設置した巧などにキズをつける可能性があります。 
設置する際は、スパイク受けを ffi 用することをお勧めします。 





















設置場所について 


U ス ニン グルームでのスピーカーシステムの設置状態は、低音の再生能力、音の正確性、臨場感の面でスピーカーシ 
ステムの総合パフォーマンスに大きく影響します。部屋の環境によって設置のしかたび異なりますので、このセクシヨ 
ンはガイドのみを目的としています。実際に部屋で設置を試してみることで、最適な結果び得られます。下図の設置 
例を参考に、最適な位置を探してください。 


30 cm 〜60 cm 


スピーカー 

(左） 


スピーカー 

(も） 



•距離 「A」 は距離「日」と同一、または大きいことび望ましい 
. 各スピーカーはリスニング位置を向いていること 


&設置上のごミ主意 

•本機はキャビネット表面に天然木の突板を使用しております。直射日光のあたる場所や、暖房器具の近くには設置 
しないでください。天然木の収縮によるキャビネットの変形、変色およびスピーカーび故障する原因になります。 




















アンプとの接続 


接続するにあたって、本機にはスピーカーコードは付属しておりません。よりよい音質でお楽しみいただくために、ス 
ピーカーコードは次の点にを意してお選びください。 

① できるだけ太い芯線のものを使用し、必要上に長くしないでください。 

② 左ちの長さび異なる場合は、長い方に合わせて同じ長さにして使用してください。 

⑤種類により固有のキャラクターを持つものびあります。注意してご使用ください。 

④接触抵抗びできるだけルさくなるように、入力端子とアンプへの接続はしっかり固定してください。 


コードの接続 


① アンプの電源スイッチを切ってください。 
(POWER OFF ) 

② スピーカーシステム裏側の入力端子(下側)へ、ス 
ピーカーコードを接続します。入力端子の極性は赤 
びプラス(+)、黒びマイナス(一)です。 

③ スピーカーコードをアンプのスピーカー出力4請子に 
つなざます(詳しくは、アンプの取扱説明書をご覧 
<ださい)。 

手で下側の入力端子を 
(左側 G ) に回して緩 
め、スピーカー コード 
の先端を端子の穴に差 
し込み、短絡コードと 
共にツマミを締め付け 
ふ^ 〇 



&接続に関してのご注意 

• 本機の入力端テはバナナプラグでの接続ち可能です。 

バナナプラグをご使用の際は、入力端子の先端の 
キャップを外してください。 

•端子に接続したあとコードを軽く引いて、コードの 
先端び端子へ確実に接続されていることを確かめて 
ください。不完全な接続は、音びとざれたり、雑音 
び出たりする原因となります。 

• コードの芯線びはみ出して、芯線どうしび触れたり 
するとアンプに過大な負荷び加わって動作び停止し 
たり、故障することびあります。 

• アンプに接続したとさに、片方(ちまたは左)のスピー 
カーシステムの極性（+、 一) を間違ってつないだ場 
合、正常なステレオ効果び得られなくなります。 
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シングルワイヤリング接続 


シングルワイヤ U ング接続をするには、付属の短絡 
コードでク□スオーバー-ネットワークの低域（ウー 
ファー再生帯域）と中高域 （ CST 再生帯域）の部分を 
結合します。下図のように、短絡コードを使用して上 
下の端テを短絡させ、アンプからの （+) 線をいずれ 
かの赤の接続端子に、アンプからの（一）線をいずれ 
かの 黒の接続端テに接続します。 


アンプ背面 



— 

スピーカー背面：入力端子パネル 


バイワイヤリング接続 


バイワイヤ U ング接続では、アンプからのスピーカー 
ケーブルを個別に低域（ウーファー再生帯域）と中高 
域に ST 再生帯域）に接続します。これにより、本機 
のウーファー、 CST ドライバーび直接アンプに接続さ 
れ、2つのドライバーに巧してケーブルタイプを自由 
に最適化することびでさます。 

一組のスピーカーケーブルを、接続端子の下の組 
(ウーファー用ネットワーク）に接続します。そしてち 
う一組のスピーカーケーブルを、接続端子の上の組 
( CST 用ネットワーク）に接続します。次にこ組のス 
ピーカーケーブルをとちにアンプの適切な端子に接続 
します。下図のように、必ずそれぞれケーブルの （+) 
側をアンプの （+) 端子に、 （一) 側をアンプの （一) 
端子に接続してください。なお、短絡コードは使用し 
ません。 
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バイアンプ接続 


バイアンプ接続は、低域（ウーファー再生帯域）と中高域 （ CST 再生帯域）について、専用のアンプを使用すること 
で、最高のパフォーマンスを発揮できます。下の2つの接続方法び可能です。また、バイアンプ接続機能を持った 
パイオニア AV アンプをお使いの場合もバイアンプ接続をすることびできます。詳しい接続や設定については、 AV ア 
ンプの取扱説明書をご覧<ださい。 

A ミ主意 

•バイアンプ接続をする場合は、スピーカーケーブルを接続する前に付属の短絡コードを取り外してください。アン 
プを破損する原因となることびあります。 


八ーチカル八イアンプ接続例 


ホリゾンタル7 V イアンプ接続例 


この接続では、2台のステレオアンプを]台のスピー 
カーシステムに使用します。下図のように、各アンプ 
の]チャネルで低域（ウーファー再生帯域）を駆動し、 
他のチャネルで中高域 （ CST 再生帯域）を駆動します。 
一組のスピーカーケーブルとアンプのチャネルを接続 
端子の下の組（ウーファー用ネットワーク）に接続し 
ます。それから2組めのスピーカーケーブルと他のア 
ンプのチャネルを接続端子の上の組 （ CST 用ネット 
ワーク）に接続します。必ずそれぞれケーブルの （+ ) 
側をアンプの （+) 端子に、 （一) 側をアンプの （一) 
端子に接続してください。 


この接続では、異なるステレオアンプをスピーカーシ 
ステムの低域（ウーファー再生帯域）と中高域 (CST 
再生帯域）に使用でさます（たとえば、高周波数に真 
空管アンプ、低周波数にソ U ッドステートなど)。下図 
のように、 ] つのアンプの各チャネルで各スピーカー 
システムの低域（ウーファー再生帯域）を駆動し、他 
のアンプの各チャネルで中高域 （ CST 再生帯域）を駆 
動します。 

ウーファー部と CST 部の間の不均衡び生じないよう 
に、この方式では、双方のアンプのゲイン（増幅率）び 
そろっている必要びあります。ご不明な点は販売店に 
ご相談ください。 



プリアンプ背面 

OUTPUT 

(§) 


OUTPUT 

mi 


(1 チヤンネルのみ図示） 


(市販の Y アダプター） 


パワーアンプ背面 
(高周波用に使用） 


ifuT 


SPEAKERS OUTPUT I っ嚷 

4 


パワーアンプ背面 
(低周波用に使用） 

— -w - 

(§) 

INPUT 

SPEAKERS OUTPUT 

© @ 


(1 チヤンネルのみ図示） 



スピーカー背面：入力端子パネル 
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その他 


グ u ルネツトの着说 


このスピーカーシステムにはグ U ルネットび付属して 
います。グ U ルネットを着脱するときは、次のように 
行ってください。 

① 取り付けるときは、グ U ルネットの6力所にある突 
起部を本体の穴部に合わせて、押し込みます。 

② 外すとさはグ U ルネットの下側を両方の手で持ち、 
手前に軽く引っぱってグ U ルネットの下側を外しま 
す。 

③ グ U ルネットの真ん中を両方の手で持ち、手前に軽 
く引っぱってグ U ルネットの真ん中を外します。 


キヤビネツトのお手入れ 


通常は、柔らかい布でから拭きしてくださし、巧れび 
ひどい場合は水で己〜6倍に薄めた中性洗剤に柔らか 
い布を浸してよく絞ったあと、巧れを拭き取り、その 
あと乾いた布で拭いてください。アルコール、シン 
ナ ー、 ベンジン、殺虫剤などび付着すると印刷、塗装 
などびはげることびありますのでごを意ください。ま 
た、化学ぞうさん等をお使いの場合は化学ぞうさん等 
に付属の注意事項をよくお読みください。 


④同じように、グ U ルネットの上側を手前に引っぱる 
とグ U ルネットは本体から外れます。 
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保証とア フター ヴー ビス 


保証書（別添）について 

保証書は、必ず「販売店名-購入曰」などの記入を確 
かめて販売店から受け取っていたださ、内容をよ<お 
読みのうえ、大切に保管してください。 


保証期聞はご購入曰か S 1年聞です。 


補修用性能部品の最低巧ち期聞 

本機の補修用性能部品の最低保有期間は製造打ち切り 
後8年です。性能部品とは、その製品の機能を維持す 
るため1し必要な部品です。 


修埋に関するご質巧-ご相談 

お買い上げの販売店へご依頼ください。お買い求めの 
販売店に修理のご依頼びでさない場合は、修理受付セ 
ンターにご相談ください。 

所在地、電話番号は裏表紙の「ご相談窓□のご案内•修 
理窓□のご案内」をご覧ください。 


連絡していただをたい内容 

• ご住所 
• お名前 
• お電話番号 
• 型番： S -3 EX 
• お買い上げ曰 

•故障の状況（でさるだけ詳しく） 

■ 保証期聞中は： 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書に 
記載されている当社の保証規定に基づき修理いたしま 
す。 

■ 保証期聞が遇をているとまは： 

保証期間中 （1 年間）、および保証期間経過後の修理に 
ついてはお買い上げの販売店、または最寄りのヴービ 
スステーションにご相談ください。所在地、電話番号 
は裏表紙の「ご相談窓□のご案内 • 修理窓□のご案内」 
をご覧ください。なお、本機の補修用性能部品の最低 
保有期間は、製造打切後8年間です。 

補修用性能部品とは本機の性能を維持するために必要 
な部品です。 


12 






形式 . 位相反転式、 I -ールボーイフ□ア型 

防磁設計 ( JEtA ) 

スピーカー 構成 （3 ウェイち式） 

つ一つ了一 . 16 cm コーン型 x 2 

ミッド/トゥイーター 

. 同軸14 cm コーン型/3 cm ドーム型 

公称インピーダンス . 6 Q 

再生周波数帯域 . 30 Hz 〜]日日 kHz 

出力音圧レベル . 88.己 dB (2.83 V ) 

許容入力 

最大入力 ( JEITA ). 160 W 

外形寸法 

. 350 mm 川畐 ） X ] 224 mm (高 ） x 541 mm (奥行） 

質量 . 48 k 呂 

付属品 . スパイク受け x 3 

脚固定用スペーサー （3 種類） x 2 
固定金具 X 1 
固定金具用ネジ X] 
グ U ルネット X] 
保証書 X] 

ご相談窓口のご案内-修理窓口のご案内（裏表紙） 

取扱説明書 

• 上記の仕様および外観は改良のため予告なく変更す 
ることびあります。 


A ミ主意 

•本機は、テレビとの近接使用び可能なスピーカーシ 
ステムです。設置のしかたによっては、色むらび生 
じる場合びあります。その場合は、一度テレビの電 
源を切り、 ] 己分から3日分後に再びスイッチを入れ 
てください。テレビの自己消磁機能により、画面へ 
の影響び改善されます。その後ち色むらを発生する 
ような場合には、スピーカーをさらに離してご使用 
ください。近くに磁石や磁気を発生するちのび置か 
れている場合には、本機との相互作用により、テレ 
ビに色むらを発生する場合びありますので、設置に 
ごを意ください。 


音のエチケット 

楽しい音楽ち時と場所によっては気になるち 
のです。隣近所への思いやりを十分にいたし 
ましよう。ステレオの音量はあなたの必びけ 
次第で大さくちルさくちなります。 

とくに静かな夜間には小さな音でち通りやす 
いをのです。夜間の音楽鑑賞などには特に気 
を配りましよラ。近所へ音び漏れないように窓を閉め、お互 
いにむを配り、快い生活環境を守りましょう。 



はパイオニア（株）の開発した PHASE 
CONTROL 技術コンセプトに基づき録音から再 
t 生までの位相特性のマッチングを図った製品に 

付与される商標です。 
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く各窓□へのお問い合わせの時のごミ主意 > 

市外局番「日日7日」で始まる y フ U - フォン及び「0120」で始まる函フ U - ダイヤルは、 PHS 、 
携帯電話などからは、ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などからご利用可能ですび、通話料びかかります。 


相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
お問い合わせください。 

商品についてのご相談窓 □ 

• 商品のご購入や取り扱い、故障かどうかのご相談窓□およびカタ□グのご請求について 


カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーフオン） 

受付時間月曜〜金曜9:3日〜] 8:00、±曜•日曜•祝日9:3日〜] 2:日日、13:日日〜]7:00 (弊社休業日は除く） 
•家庭用才ーディオ/ビジュァル商品 ■yo 日7日-8日日- 8] 8] -22 ■-般電話日3-曰 496-2986 

■ファックス 03-3490 -已718 

■インター ネッ トホームぺージ http://pioneer.ip/support/ 

※商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどうか 
ご確認ください。それでも正常に動作しない場合は、①型名②ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓口 

• お買い求めの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付センター 

受付時間月曜〜金曜9:3日〜19:00、 

±曜•日曜■祝日9:30〜] 2:日0、13:日日〜18:00 (弊社休業日は除く） 

^0] 20— 已 一 8] 02も 国一般電話03— 曰496 — 2023 

■電話 

■ファックス 

画0]20-己- 8] 029 

■インターネットホームページ 

http://pioneer.jp/support/repair.htnnl 

※インターネツトによる修理受付対象商品は、家庭用オーディオ/ビジュアル商品に限ります 

沖縄ヴービスステーシヨン（沖縄県のみ） 

受付時間月曜〜金曜9:3日〜18:日0 

(±曜•日曜-祝曰-弊社休業日は除く） 

■一般電話 

098-879-1910 

■ファックス 

098-879-13已2 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 


•部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入について 


部品受注センタ ー 


受付時間月曜〜金曜9:30〜18:00、±曜 ■ 日曜-祝日9:3日〜] 2:日日、] 3:00 

国電言舌 画 0]S 日一己一 8] 09己 ■ 

■ファックス 画 0] 2日一己一 8] 096 

-18:00 (弊社休業曰は除く） 

-般電話 0538-43-1 161 


平成19年2月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 V 0 L 022 


©2007パイオニア株式会社禁無断転載 

パイオニア株式会社 承] 53-8654 東京都目黒区目黒1了目4番1号 


この取扱説明書は環境に配慮して、パルプの使用量を、2日日己年度製品より4日 Q/o 削減しています。 
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